
I…ではそれをどのように病

報 告

第２２回医学情報サービス研究ﾌt会参加詑
一初めての医学信報サービス研究大会一

松尾知香

をつけていらっしゃる方にお目にかかることは

できませんでした。

大会の内容は、一般11液では“医学雑誌関係”

に“患者図書館'’‘‘利用動向分析”“大学図需館

における文献複写の現状”など、現在の医療情

報を取り巻く環境を把握できるようになってお

り、「…では自分はどうしていけばいいのか？」

｢他の図書室・図書館の方はどうされているの

か？」「そのことについてどう思っていらっし

ゃるのか」などを自分の“今”と照らし合わせ、

考えながら聴講できました。またポスターセッ

今年の第２２回医学情報サービス研究大会は

2005年７月９日(土)、１０日(日)の両日、愛知医科大

学で開催されました。

今までは全く機会に恵まれずに参加すること

ができずにいたこの大会、実は開催の当日まで

不安と期待でいっぱいでした。不安の大半は、

前日までに宿泊するホテルがなかなか決まらな

かったこと、また“ウルトラ，'方向音痴のため、

当日会場に到着できるか否か、ということでし

た（苦笑)。

愛知万博へ行かれるお客さんに紛れてバス停

に行き､揺られること約20分。いざ大会の会場

に到着すると、まず会場の大きさに目を丸くし、

運営していらっしゃる方々の対応のすばらしさ 灘諦
見ることができ、「…ではそ

名札にはモチロン、今日本で

ない（と思われる）愛知万博の

リゾー＆キッコロ'，がデザイン

されており（家での保管場所は

"お土産物")、また名札の台紙

は参加、数により色分けされて

いました。松尾は初参加でした

ので“黄色”でしたが、全大会

参加者は“虹色，’だったそうで

す。残念ながら、大会中に実物

蒋騨
･ロン、今日本で知らない人はい

る）愛知万･博のマスコット“モ

まつおちか：石『切生喜病院剛番室

病院図書館２００５；２５(3)：126-127

映させるか」を考えるき

なりました。久しぶりに

アタマを使いすぎて、

ちょっと疲れてしまった

感もありましたが…。
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初日の帰り、ものすごく辛い（これは“ツラ

イ”とも“カライ，，とも読むのです。まさに当

時の気モチと一緒“笑，，）ラーメンを食べまし

た。でも再び食べたくなるのがこの“カライモ

ノまじっ〈''。また名古屋に行った際には友人

－１２７－

病院図書館２００５；２５(3)

をつれて食べに行きたいと思います。

最後になりましたが､この大会を支えてくだ

さった関係者の方々に､心からお礼を申し上げ

たいと思います。本当にありがとうございまし
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